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ゾーニングに合わせた
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見学者施設

ヒバリの庭

敷地の北側は農地及び宅地であるため、タービンや冷却ファンなど騒音の発生源を
南側に配置し、発電施設の北面には騒音対策として長さ300m、高さ30mの巨大な防
音壁を立てている。更に、車両や人の出入りに必要な開口部からの騒音漏れに配慮
して敷地境界には5ｍの防音壁が必要となる(図6)。今回はこの5mの壁を、真岡の景
観を反映したランドスケープを受け止める擁壁と、発電所という建築からの騒音を
受け止める防音壁の、2枚の壁として計画し、ランドスケープと呼応して有機的に変
化させることで、外部環境と内部環境を緩やかにつなぐ発電所見学の導入施設を構
築した。ランドスケープを受ける土圧や防音性能を確保しつつ、有機的な形状を実
現するために、擁壁・防音壁は厚さ375mmのRC造とし、アプローチ、展示空間、
ヒバリの庭の3つの空間をつくるために大きな波形として計画した。(図7)

緩衝帯をつくり出す2枚の壁で構成する見学者施設

図6 自然と発電所の中間に位置する防音壁

図7 コンセプトダイアグラム

コベルコパワー真岡 真岡発電所見学者施設
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火力発電のしくみだけでなく
電気と生活の関わりや
地球環境との関係を学ぶ

エネルギーの未来・地球環境とのつながり
についての気づき・発見

地球環境
Local nature

失われつつある真岡の原風景を
再現したランドスケープから

自分たちが住む地域の生態系を学ぶ

栃木県南部の真岡市に位置する、日本初の内陸型最新鋭ガス火力発電所の見学
者施設である。主に地域の小学生・中学生による社会科見学を対象とし、洞窟
のような「ワクワク感」を感じさせる非日常的な空間体験を通して、子供たち
にエネルギーの未来や地球環境とのつながりについて新たな気づきと発見を促
すことを意図した。

豊かな自然とつながる見学者施設

A visitor center for, Japan’s first inland thermal power plant with cutting
edge technology, located in Moka City in the southern part of Tochigi
Prefecture. With main purpose of inviting elementary and junior high school
students around the area to visit the center as part of their social study
excursion, the center is designed like a cave to let the children experience
the excitement of being in an extraordinary space, while learning about the
future of energy and how it is related to the global environment leading to
new discovery and awareness.

展示室の曲面壁は①展示に必要な壁面長さ、②周囲の樹木配置、③構造合理性（壁スパン・屋根た
わみ等）、④空調の気流効率、などの多様なパラメーターを、シミュレーションにより最適化した
形状とした。また、曲面は曲率を3パターン（R:4m・6m・22m）に限定することで、躯体型枠の
転用を可能とし施工効率化を図るとともに、設計・構造・設備・ランドスケープが融合した、合理
的で柔らかな空間を実現している(図8、図9)。

多様なパラメーターから導き出した曲面壁形状

図8 展示、ランドスケープ、構造、設備計画の最適化

図9 拡大配置図

周囲の豊かな緑と有機的に反応する見学者施設

真岡の自然環境が残っている市街地・台町の丘や井頭公園、鬼怒川河川敷のサーベイを行い、真岡に存在する景観（エコトーン）マップを作成した
(図3)。サーベイの結果、現在も真岡は水環境に恵まれており、水辺があることで真岡の生態系ピラミッドを構成する多くの動物が敷地を訪れること
から、計画地では真岡の自然環境を再現することで真岡の景観・地歴・生態系の３点を学ぶことが可能であることが分かった(図4)。そこで、計画地
全体のランドスケープを真岡のエコトーンを意識した緩やかな起伏と真岡の市鳥ヒバリを中心とした鳥たちが飛来する「ヒバリの庭」と名称した水
辺環境として整備し、これらが周辺環境と発電所を緩やかに結ぶ緩衝帯となることを計画した(図5)。

真岡の自然環境の分析

図3 真岡の景観（エコトーン）マップ
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スキ、イヌコリヤナギ、サワフタギ等
構成種：（水生）ハンノキ、ヨシ、コガ
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ヒバリの生育環境

図5 周辺環境と発電所を緩やかに結ぶ緩衝帯
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■昆虫類：ヤゴなどが水辺を利用します
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水辺があることで、真岡の生態系
ピラミッドを構成する多くの動物が
敷地を訪れ、真岡の景観・地歴・
生態系の３点を学ぶことができます

図4 水辺を利用する生物
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計画の背景

図1 真岡の地形と水環境
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本敷地は、鬼怒川・江川・五行川といった一級河川により形成された台地に位置し、かつて沼や沢で覆われて水鳥たちの生息地になっていた地域で
ある（図1）。真岡市は農業・工業・商業のバランスがとれており、昭和30年代以降、農業においては特にいちごの生産量が日本一のまちである。
一方で、同時期に工業団地の開発が行われたことで、人工的な環境整備が進み、真岡の原風景は失われつつある（図2）。
内陸型発電所という周辺環境への影響の大きい建築物を建設するに際し、見学者施設の計画を通して発電所敷地内に自然環境を取り込む仕掛けづく
りを目指した。

図2 現在の付近見取図

豊かな自然と発電所を緩やかに繋げる見学者施設

真岡の自然を集約したヒバリの庭

大きくうねる2枚の壁により構成された展示室

シームレスな線画と曲面壁が呼応する空間 調光機能を持ったトップライトによりシアター投影時は暗転する

防音壁に導かれながら見学者はリアルな発電所の見学へと向かう
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□評価項目に対する設計者のデザイン意図
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（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述し
てください。）

☆

アイレベルではランドスケープに埋まっている波形の形状がアイコンとなり、鳥瞰レベルではプラン形状が可視化されている。
環境アセスに配慮した「ヒバリの庭」を設け、人も自然も鳥も集まれる場とした。
ランドスケープを受ける土圧や防音性能を確保しつつ、有機的な形状を実現するために、擁壁・防音壁は厚さ375mmの

内陸型発電所という周辺環境への影響の大きい建築物を建設するに際し、見学者施設の計画を通して発電所敷地内に

促す「非接触型」体験型展示となる。

周辺環境と発電所を緩やかに結ぶ緩衝帯として計画した。ランドスケープは真岡の自然環境の調査・分析をもとに計画した。
敷地境界に必要な擁壁を2枚の壁で構成し、ランドスケープと呼応して有機的に変化させることで、外部環境と内部環境を
緩やかにつなぐ見学者施設を構築した。展示室はAR（拡張現実）による「展示物のない展示空間」を実現した。

☆

☆

内部空間も1クラスの生徒がグループ単位で行動できるよう、展示スケジュールを含め入念に計画されている。

自動扉の引込み部や「ヒバリの庭」の池周辺には手摺を設けて、安全性に最大限配慮している。
不特定多数の人が同時に利用する大空間において、空調換気効率の維持とドラフト感の緩和という機能的な要求を

自然環境を取り込む仕掛けづくりを目指した。
展示室の曲面壁は①展示に必要な壁面長さ、②周囲の樹木配置、③構造合理性（壁スパン・屋根たわみ等）、
④空調の気流効率、などの多様なパラメーターを、シミュレーションにより最適化した形状とした。
主に地域の小学生・中学生による社会科見学を対象とした地域貢献施設であり、バスの動線などを考慮した計画とた。

トップライトは屋根荷重を軽減することで屋根のたわみを抑制し、調光ガラスによって光の透過度をコントロールすることで
照明消費電力を低減する。また多くの植栽を採用することで、CO2固定に寄与している。

□評価項目

06機能性

08利便性

09安全性

10先導性

01審美感

02調和性

03独創性

07効率性

Ａ.感性軸（造形）
Form

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

04象徴性

05完成度

2枚の有機的な曲面壁で構成された建築・構造・設備・ランドスケープが融合され、美しく柔らかな内外部空間を実現。
見学者施設の内部は、洞窟のような原初的な空間とし、子供たちの記憶に残る展示空間とした。
既存樹木を活かしながら計画地全体を真岡の自然環境を再現した緩やかな起伏と水辺を含めたランドスケープとして整備

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

段差のないバリアフリー空間とし、コロナ渦でも密にならないような「非接触型」体験型の展示としている。

既存樹木を用い、掘削土を用いて起伏のあるランドスケープを計画することで、環境負荷低減を図っている。
外壁は発電所からの騒音を受け止める防音壁としての機能を持たせている。

18維持管理
半分地中に埋設されたことにより断熱効果が高められ、空調負荷削減効果により、ランニングコストの低減が図れている。

設計から生産まで一貫してBIMを採用し製作図の効率化や手戻りを削減し、品質確保・工期短縮・原価低減を実現した。
曲面は曲率を3パターン（R:4m・6m・22m）に限定することで、躯体型枠の転用を可能とし施工効率化を図った。
衛生器具の節水化。展示の演出効果を兼ねたトップライトの調光ガラスは、照明消費電力低減に貢献。

高効率機器（空調PAC、ファン）の採用により省エネに配慮している。

☆

展示はタブレット端末を使ったAR(拡張現実)体験をメインとしてしているため、展示内容の更新がしやすい。
シンプルなRC壁とRC屋根の建物であり、維持管理が容易な施設としている。
RC外装塗材は高耐久性の超耐久・低汚染ふっ素樹脂系仕上塗材を採用。屋上防水は超高速硬化型ウレタン防水。
あらゆる外部鉄骨を溶融亜鉛めっき仕上げとし、メンテナンスフリーとした。
耐久性の高い外装仕上材の採用や、展示の演出を兼ねた調光ガラスによる日射遮蔽、自然採光の活用、消費
エネルギーを抑えた効率的な空調システムにより、総合的にライフサイクルコストの低減を実現した。

真岡の元来ある自然環境を建築とランドスケープ一体になって再現している。
明確なプランニングにより誰でも利用しやすい施設としている
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建物概要
建物名称
所 在 地
主 用 途
敷地面積
建築面積
延床面積
構 造
階 数
高 さ

：コベルコパワー真岡 真岡発電所見学者施設 みらいん
：栃木県真岡市鬼怒ケ丘1丁目12番1
：見学者施設
：88,040.31㎡
：586.46㎡
：544.80㎡
：RC造 一部S造
：F1
：5.1ｍ

R1 R2 R3 R4 R5
2,872ｍｍ 6,989ｍｍ 4,649ｍｍ 6,594ｍｍ 4,293ｍｍ11,616ｍｍ 6,701ｍｍ 3,534ｍｍ 3,264ｍｍ 3,907ｍｍ

▼CH=3,750mm

▲CH=3,500mm
街 発電所家

展開図：真岡の風景をモチーフとしたシームレスなAR用線画
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池
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丘・斜面林

アプローチ

管理棟・発電所見学へ 平面図0 5 25

展示はタブレット端末を使った AR(拡張現実)体験をメインとし、大きくうねる 2 枚の壁に描かれた AR 体験のためのシームレスな線画を辿りなが
らアイコンを探し情報を見つけていくという、自発的に新たな発見や気づきを促す「非接触型」体験型の展示としている。
展示室中央に設けたトップライトは屋根荷重を軽減することで屋根のたわみを抑制し、調光ガラスによって光の透過度をコントロールできるため、

シーンに合わせた光環境を演出する役割を担っている。AR 体験を終えた子どもたちは、展示室を出ると周辺の自然を取り込んだ緑と水の風景が広
がる中、曲面壁に導かれながら次の見学ルートであるリアルな発電所見学へ向かうことで、自然と発電所のつながりを改めて感じさせる空間構成と
している。

AR（拡張現実）による展示物のない展示空間

タブレットからARマーカーを読み込む 発電所の仕組みをアイコン化したARマーカー

ARマーカー：ガスタービン ARマーカー：排熱回収ボイラ

ARマーカー：蒸気タービン ARマーカー：空冷式復水器
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